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メリット

• 新規投資家

• 価格

• ハロー効果

プラス

• 見えやすさ
• デモンストレ
ーション

• 市場流動性

投資家需要に支えられたグリーンボンドの成長









EUの発行は好調、アジアは成長。







日本における気候に関連した債券の導入可能性

• 気候関連事業に特化した発行体
は収入の75%以上をグリーンセ
クターから得ている。

• 13発行体:運輸業が支配

• 2018年半ば時点の残高は
1兆3,280億円

• 上位5社の残高は約670億円
• 潜在的グリーンボンド発行体

発行者 残高

(円)

セクター

東海旅客鉄道 6,200億 交通

東京メトロ 2,430億 交通

関西高速鉄道 760億 交通

大王製紙 670億 土地利用*

王子ホールディン

グス

62.6百万 土地利用*

* 認証された森林および関連製品 (紙や包装など) を含む







・投資家の受託者責任の明確化

・長期的なサステナビリティを確保する計画の責任者

・顧客のサステナビリティ選好性を考慮する財務アドバイザー

・サステナビリティ格付けの統合

・健全性要件におけるグリーン・サポート・ファクター

・サステナビリティ・ベンチマーク- TEG（技術専門家グループ）
・グリーンボンド基準とエコラベル- TEG

・気候リスクの開示- TEG

・持続可能な活動の関するEU「分類（タクソノミ）」- TEG

サステナブルファナンスに関するEU行動計画



分類（タクソノミ）:
適格となる活動および資産のリスト

狙い グリーンワッシングのリスク低減

簡素化による取引コストの削減

潜在的なインセンティブの基盤づくり

目的 気候変動緩和

気候変動への適応と回復力

健全な自然環境



EU分類(タクソノミ）の基本原則



交通
75gms CO2/p.k.キロ未満
鉄道

電力

低公害車

関連インフラ

建造物
a．クラス最高の排出量

b． CO2の改善・改善

c．サプライチェーンと製造

エネルギー
125gms CO2/KWh未満

地熱

ハイドロ

太陽光と風力

マリン

製造業
エネルギー効率の向上

再生可能エネルギー機器

低炭素車・インフラ

その他の低炭素技術

EU分類（タクソノミ）:第1ラウンド緩和活動

林業
植林

植林

リハビリテーション/
修復







農業
• 永年性作物と非多年生作物

• 動物生産

• 混合農業

上下水道
• 水管理

• 下水道・廃棄物管理

• リサイクル

情報通信業
• ブロードバンド

• 通信業

• データ処理、ホスティング関連

輸送-船舶

エネルギー
• ガス&バイオガス

• 核

• CCSおよびCCCUS
• エネルギー貯蔵

• 送配電

製造業
• セメント製造

• 金属の採掘・製造

• 鉄鋼

• アルミニウム

• 有効金属:希土類、銅等

EU分類（タクソノミ）:第2ラウンド緩和活動



グリーンとの統合



www.climatebonds.net


